　教員用　　学校組織・校務分掌を活用したＯＪＴ推進例
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	◆校内研修の計画

　　特別支援教育の理解推進を図るための校内研修を計画的に位置付ける。

1 特別支援教育担当者に各学年のニーズや課題を把握させ，研修内容を絞る。

（例1）【教職員対象】

　　「特別支援教育研修の伝講」

　　「LD・ADHD等の疑似体験から，障害のある児童生徒の困り感を知る」

　　「実態把握とその対応～ケースを通して～」

　　「生徒指導から見た特別支援教育」

（例2）【保護者と教職員対象】
　　「児童生徒の特性を生かした子育てと対応」

　　「児童生徒の自立を目指して」

2 講師の依頼

・研修の目的，対象者，学校の実態等の情報を伝え，当日の進め方について相談する。

3 研修の準備

　・教職員に研修内容を周知し，意識付けを図る。

※近隣の小中学校に研修案内を出し，参加者を募ることもある。

◇校内研修の実施

　※研修運営やまとめを担当者で分担する。

（講師との連絡調整，参加者の把握，資料作成，会場準備等）

（例1）【教職員対象】（60分）
　「特別支援教育研修の伝講」

　　講師：特別支援教育コーディネーター，担当者

· 伝講（演習等を含む）（45分）　

· 質疑応答（15分）
　

（例2）【保護者と教職員対象】（60分）
　「児童生徒の自立を目指して」

　　講師：発達相談支援センター(アーチル)担当者

· 講演 （45分）
· 質疑応答（15分）
■研修の振り返り

　企画・運営側と参加者それぞれからの意見を集約し，今後に生かす。
	◆校長･教頭へ：全教員に特別支援教育コーディネーターと各学年（学年部）の特別支援教育担当者の役割や校内体制を明確に示してもらう。

◆校長･教頭へ：研修内容にふさわしい講師について相談する。

◆教頭へ：外部機関との連絡調整を依頼する。

◆教務主任へ：研修の日程調整を依頼する。

◆教頭・教務主任へ：保護者を対象とする場合は，保護者に「学校だより」，ホームページ等で，研修会の参加を呼び掛けてもらう。
◇校長・教頭へ：研修会で講師紹介や御礼等を依頼する。

■校長・教頭へ：研修の振り返り報告し，今後の取組について指導を依頼する。


特別支援教育に係る校内研修の企画・運営を通して，各学年（学年部）の特別支援教育担当者を育てる『特別支援教育コーディネーター』





特別支援教育コーディネーター１





左：推進例　と　右：働き掛け　◆◇■等の印で対応





活用できるセンター研修・訪問研修等


【基本的な研修３】　・特別支援教育コーディネーター向上研修


　　　　　　　　　　・特別支援教育コーディネーター養成研修


【授業づくり研修２】　・特別支援教育授業改善研修


【トピック研修】　・特別支援教育理解研修


【発表会等】　　・特別支援教育コーディネーター連絡協議会


【サポート訪問】　・特別支援教育サポート訪問　　・特別支援授業サポート訪問









